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は 

じ 

め 

に

　
　
　

　

か
っ
て
は
大
瀧
神
社
の
春
の
例
祭
の
冒
頭
に
行
わ
れ
る
神
輿
の
御
下
り
、
つ

ま
り
神
輿
が
山
上
の
奥
の
院
か
ら
下
さ
れ
る
際
、
神
輿
の
先
導
役
を
安
楽
寺
が

務
め
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
た
と
云
う
。
こ
う
し
た
習
わ
し
は
事
実
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
習
わ
し
が
生
じ
た
の
か
を

探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一　

中
世
の
安
楽
寺

（
一
）
安
楽
寺
の
特
徴

　
「
幸
宥
等
連
署
状
」
は
中
世
の
安
楽
寺
の
特
徴
を
把
握
で
き
る
好
史
料
で
あ
る
。

　

文
面
は
「
大
瀧
寺
先
達
方
の
人
数
に
つ
い
て
十
四
人
は
寺
住
を
認
め
、
内
十

人
は
従
来
通
り
大
瀧
寺
か
ら
給
金
を
出
す
。
こ
の
他
は
一
人
も
増
員
を
認
め
な

い
。
末
の
四
人
は
祭
礼
と
九
月
九
日
の
二
回
以
外
は
出
仕
に
及
ば
な
い
」
と
し

て
お
り
、
以
下
の
点
が
確
認
で
き
る
。

　

イ　

大
瀧
寺
が
先
達
方
つ
ま
り
山
伏
の
給
金
を
出
し
て
い
る
。

　

ロ　

安
楽
寺
が
大
瀧
寺
の
先
達
方
を
支
配
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
当
文
書
は
大
瀧
寺
の
発
給
文
書
で
あ
る
が
、
朝
倉
貞
景
の
裏
判
を
得

て
い
る
。
つ
ま
り
従
来
か
ら
の
「
き
ま
り
」
の
変
更
を
伝
達
し
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
、
そ
れ
は
朝
倉
氏
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
よ
っ
て

　

ハ　

朝
倉
氏
が
山
伏
の
数
の
統
制
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

つ
ま
り
朝
倉
氏
の
山
法
師
の
勢
力
を
削
ぐ
狙
い
が
あ
っ
た
と
み
る
。
こ
う
し

て
次
第
次
第
に
山
伏
が
山
か
ら
追
わ
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

　

大
瀧
寺
に
於
け
る
先
達
方
の
役
割
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

Ａ　

幸
宥
等
連
署
状

（
１
）

　

�

大
瀧
寺
先
達
方
人
数
之
事
、
拾
四
人
可
寺
住
候
、
此
内
拾
人
者
如
先
規
寺
恩

大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

池
　
田
　
正
　
男
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

可
給
候
、
於
此
外
者
壱
人
も
不
可
有
加
増
候
、
仍
末
四
人
ハ
祭
礼
九
月
九
日

両
度
之
外
者
、
不
可
致
出
仕
之
状
如
件
、

　
　
　
　

文
亀
三
年
五
月
十
六
日	

夏
一

	

　

幸
宥
（
花
押
）

	

三
和
上

	

　

静
実
（
花
押
）

	

四
和
上

　

安
楽
寺
殿	

　

幸
珎
（
花
押
）

　
　
（
裏
に
朝
倉
貞
景
の
花
押
あ
り
）

（
二
）
安
楽
寺
の
所
領

　

大
瀧
寺
寺
庫
田
数
帳
が
二
通
伝
来
し
、
そ
こ
に
は
「
先
達
方
田
数
」
の
項
が

あ
っ
て
、そ
の
所
領
の
変
遷
が
知
れ
る
。な
お
長
文
の
史
料
は
稿
末
に
掲
示
す
る
。

　

一
通
は
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
八
七
）
の
も
の
で
、
先
達
方
の
収
納
数
は
拾

五
石
八
斗
九
升
あ
っ
た
。
も
う
一
通
は
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
二
八
）
の
も
の

で
、
収
納
数
を
少
し
減
ら
し
て
、
拾
石
九
斗
四
升
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

後
者
に
は
「
先
達
方
収
納
数
」
の
下
方
に
「
安
楽
寺
」
と
記
さ
れ
、
安
楽
寺
が

先
達
方
の
支
配
を
し
て
い
る
こ
と
が
証
さ
れ
よ
う
。

　

ま
た
前
者
に
は
「
覚
祐
寄
進
安
楽
寺
」
の
項
も
あ
っ
て
収
納
数
拾
三
石
が
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
者
の
こ
の
部
分
は
「
大
瀧
寺
新
寄
進
田
数
」
と
記
さ

れ
、
何
故
か
安
楽
寺
か
ら
大
瀧
寺
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
二
通
の
所
領
の
変
化
を
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
先
達
方
の
田
数
は
五
石

程
減
ら
し
、十
四
筆
中
、十
筆
が
請
手
に
変
動
が
あ
る
も
の
の
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

因
み
に
「
覚
祐
寄
進
分
」
は
十
三
石
か
ら
八
斗
減
ら
し
、
八
筆
中
か
ら
七
筆

に
変
化
し
て
い
る
。

　

安
楽
寺
が
所
領
を
減
ら
し
て
い
る
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

　

次
い
で
「
朝
倉
景
伝
書
状
」
に
よ
れ
ば
、天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
に
、「
本

覚
坊
叡
賢
が
昨
年
買
得
し
た
栗
林
田
一
町
の
米
銭
共
と
四
郎
ヶ
谷
の
山
一
所
は

仔
細
が
あ
っ
て
坊
主
相
手
で
あ
る
た
め
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
安
楽
寺
は
忠
節

で
あ
る
の
で
本
覚
坊
屋
敷
と
山
、
さ
ら
に
は
田
地
と
金
蔵
坊
屋
敷
を
二
位
公
立

ち
合
い
の
上
、
半
分
を
取
得
す
る
こ
と
を
認
め
る
」
と
い
っ
た
趣
旨
で
あ
る
。

　

因
み
に
文
面
に
あ
る
本
覚
坊
は
寛
正
五
年（
一
四
六
四
）七
月
の「
講
堂
番
帳
」

に
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
朝
倉
氏
は
坊
主
間
の
土
地
の
売
買
に
制
限
を
加
え
、
安
楽
寺

に
対
し
て
は
半
分
を
召
し
上
げ
て
残
り
半
分
の
取
得
を
認
め
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
先
達
方
の
人
数
の
統
制
に
加
え
、
寺
領
へ
の
圧
迫
を
強
め
実

質
的
に
勢
力
を
削
い
で
い
っ
た
よ
う
だ
。

　

参
考
ま
で
に
「
大
永
中
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳
」
に
み
え
る
他
の
院
房
の

所
領
を
挙
げ
て
お
く
。

　

院
主
房
分	

二
四
・
七
石	

別
当
房
分	

二
八
・
七
五
石

　

能
化
房
分	

一
七
・
五
石	

大
勧
進
給
分	

一
三
・
六
六
石

　

四
人
目
老
僧	

　

八
・
二
石	

五
人
目
老
僧	

　

七
・
八
石

　

六
人
目
老
僧	

　

六
・
八
五
石	

上
中
間		

　

八
・
二
五
石

　

下
中
間	

　

七
・
七
五
石	

小
勧
進		

　

九
・
二
石

　

以
上　

合
計　

一
三
二
・
六
六
石　
（
銭
納
分
は
集
計
せ
ず
）

　

な
お
、
文
明
年
間
の
「
田
数
帳
」
に
は
主
た
る
院
房
分
の
記
載
が
な
い
。
恐

ら
く
大
永
年
間
ま
で
の
間
に
、
主
な
る
院
坊
給
付
分
を
田
で
分
配
し
た
も
の
と
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み
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
達
坊
田
数
を
減
ら
し
た
理
由
は
主
た
る
院
房
給
付

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

な
お
、「
大
瀧
寺
の
先
達
の
役
割
と
序
列
」
の
項
で
記
す
が
、
大
瀧
寺
内
で

は
先
達
方
の
「
首
僧
一
」
は
院
主
房
、
別
当
房
と
大
勧
進
の
間
に
序
列
さ
れ
、

他
の
先
達
方
は
六
人
目
の
老
僧
に
次
い
で
序
列
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ　

朝
倉
景
伝
書
状

（
２
）

　
　

�

当
寺
本
覚
坊
叡
賢
去
年
買
得
分
、
栗
林
田
地
壱
町
米
銭
共
并
四
郎
か
谷
山

壱
所
、
有
子
細
此
方
進
退
之
状
、
坊
主
相
手
対
留
、
依
忠
節
其
方
江
進
之

候
、
然
ニ
上
之
本
覚
坊
屋
敷
、
同
山
壱
所
・
田
半
・
金
蔵
坊
屋
敷
二
位
公

立
合
、半
分
宛
可
有
進
退
、仍
陳
等
無
如
在
可
被
懃
事
肝
用
候
、恐
々
謹
言
、

　
　
　

天
文
十
参　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
中
守

　
　
　
　
　

十
二
月
八
日	

景
伝
（
花
押
）

　
　
　

大
瀧

　
　
　
　

安
楽
寺

　
　
　
　
　

円
教
坊

（
三
）
大
瀧
寺
の
先
達
の
役
割
と
序
列

　
「
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳
」
に
は
先
達
方
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
拾
い
上
げ
て
、
大
瀧
寺
に
於
け
る
先
達
方
の
役
割
を
考
察
し
て
み
た
い
と

思
う
。

（
イ
）
修
正
会

　
「
修
正
月
会
十
日
行
餅
配
分
」
に
は
「
先
達
方　

四
人　

一
枚
宛
」
と
あ
り
、

「
修
正
月
五
日
行
餅
配
分
定
」
に
は
「
先
達
方　

四
人　

一
枚　

首
僧
一
・
一
和

上
・
二
和
上
・
三
和
上
也
」
と
あ
る
。
ま
た
「
正
月
持
（
餅
カ
）
供
宮
司
尾
之
事
」

に
は
「
首
僧
一
ハ
白
米
四
合
飯
」
云
々
と
あ
り
、「
先
達
方
ノ
一
和
上
・
二
和
上
・

三
和
上
迄
ハ
羮
ニ
酒
」
云
々
と
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
修
正
会
で
餅
な
ど
の
配
分
を
受
け
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
先
達
方
の

役
割
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
「
先
達
方
三
人
ト
ア
リ
呪
願
ニ
立
」
あ
る
い
は
「
一
和
上
加
持
香
水
立
」

と
あ
る
か
ら
先
達
方
の
役
割
も
垣
間
見
え
る
。

　

因
み
に
「
修
正
会
」
と
は
前
年
を
省
み
て
悪
を
正
し
、
新
年
の
国
家
安
泰
・

五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
す
る
も
の
。

　

ま
た
「
加
持
香
水
」
と
は
仏
前
に
供
え
る
香
水
を
加
持
に
よ
っ
て
浄
化
し
、

神
聖
に
す
る
儀
式
。

（
ロ
）
常
楽
会

　
「
昔
常
楽
会
分
宛
銭
之
事
」
に
は
「
首
僧
一　

上
同
」
と
あ
り
、「
常
楽
会
両

頭
出
銭
弐
貫
文
配
分
」
に
は
「
七
十
二
文　

首
僧
一
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

先
達
方
の
役
割
は
不
明
で
あ
る
。

　

因
み
に
「
常
楽
会
」
と
は
二
月
十
五
日
の
釈
迦
入
滅
に
行
う
法
要
の
事
で
涅

槃
会
と
も
云
う
。

（
ハ
）
競
馬

　
「
九
月
競
馬
用
途
注
文　

来
九
日
武
具
注
文
事
」
に
は
「
乗
尻
馬　

老
僧
迂

廻
番
、
口
取
ハ
寺
家
也　

三
年
ニ
一
度
先
達
方
ヘ
行
」、
ま
た
「
先
達
方
十
人 

首
僧
一
ヨ
リ
和
上
職
証
、
是
モ
廻
番
也
」、
さ
ら
に
「
行
事
先
達
方
」
と
あ
る
。

　

加
え
て
「
一　

競
馬
事　

老
僧
成
始
年
逸
物
乗
尻
馬
出
ス
、
其
後
者
講
衆
先

達
方
ト
打
替
ニ
出
也
、
夏
番
帳
ハ
大
勧
進
ヨ
リ
盛
、
院
主
・
別
当
・
能
化
・
首

僧
一
ヲ
ハ
除
也
」
と
あ
っ
て
、
九
月
九
日
に
競
馬
が
催
さ
れ
、
乗
尻
馬
を
老
僧
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

に
な
っ
た
始
め
の
年
は
逸
物
の
乗
尻
馬
を
出
す
こ
と
。
そ
の
後
は
講
衆
と
先
達

方
が
入
れ
替
わ
り
で
提
供
す
る
こ
と
。
そ
し
て
先
達
方
は
十
人
を
出
し
て
行
事

を
取
り
仕
切
る
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ニ
）
常
行
堂

　
「
常
行
堂
調
事
」に
は「
先
達
ハ
和
上
マ
テ
講
衆
モ
未
御
堂
江
不
入
仁
」と
あ
っ

て
先
達
方
も
何
か
の
役
割
を
負
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

因
み
に
「
常
行
堂
」
と
は
常
行
三
昧
堂
と
も
云
い
、
内
陣
の
本
尊
の
周
り
を

グ
ル
グ
ル
ま
わ
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
た
め
の
堂
で
あ
る
。
常
行
堂
の
存
在

は
比
叡
山
な
ど
で
行
わ
れ
る
千
日
回
峰
な
ど
の
荒
行
の
存
在
も
彷
彿
と
さ
せ
る
。

（
ホ
）
舞
屋

　
「
舞
屋
調
人
数
」
に
は
「
先
達
四
人
」
と
記
し
、
先
達
方
は
役
目
を
負
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。「
舞
屋
」
は
「
舞
殿
」
と
同
義
で
あ
れ
ば
、
神
社
の
境
内

に
設
け
た
舞
楽
を
行
う
た
め
の
建
物
で
、
神
楽
殿
と
も
云
う
。

（
ヘ
）
祭
礼

　
「
幸
宥
等
連
署
状
」
に
は
「
祭
礼
と
九
月
九
日
の
両
度
は
先
達
方
の
末
の
四
人

は
出
仕
す
る
こ
と
」
と
記
し
て
お
り
、役
割
は
不
明
で
あ
る
が
、任
を
担
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
特
筆
す
べ
き
は
「
法
華
八
講
」
は
仏
教
儀
式
で
あ
り
、
先
達
方
の
役

割
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

安
楽
寺
内
の
序
列

　

次
い
で
安
楽
寺
の
支
配
構
造
を
み
て
お
こ
う
。

　
「
先
達
方　

四
人　

首
僧
一・一
和
上
・
二
和
上
・
三
和
上
也
」
と
あ
る
か
ら
、

先
達
方
は
首
僧
一・一
和
上・二
和
上・三
和
上
、
以
上
四
人
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

大
瀧
寺
の
序
列

　

次
い
で
大
瀧
寺
の
支
配
構
造
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
「
正
月
持
供
宮
司

之
事
」
に
は
以
下
の
序
列
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

院
主
房　

別
当
房　

首
僧
一　

大
勧
進
両
公
文
所

　

四
人
目
ノ
老
僧
ヨ
リ
六
人
迄
ト
、
先
達
方
ノ
一
和
上
・
二
和
上
・
三
和
上

　

因
み
に
「
天
文
十
九
年
正
月
晦
日　

別
当
坊
五
大
院
」
と
の
記
述
も
見
ら
れ

る
故
、
当
時
の
大
瀧
寺
別
当
は
五
大
院
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
季
大
般
若
頭
役
坊
事
」
に
は

　

春
は
五
人
目
老
僧
ヨ
リ
中
間
マ
テ
四
人
ニ
テ
懃
也

　

冬
は
院
主
・
別
当
・
大
勧
進
・
四
人
目
ノ
老
僧
マ
テ
四
人
懃
也

　
「
荘
厳
講
棒
物
之
事
」
に
は

　

院
主
坊
一
和
上　

院
主
坊
二
和
上
・
別
当
坊
二
和
上

　

院
主
坊
三
和
上
・
大
勧
進
坊
三
和
上　

大
勧
進
坊
四
和
上
・
四
人
目
四
和
上

　

四
人
目
五
和
上
・
五
人
目
五
和
上　
　

五
人
目
六
和
上
・
六
人
目
六
和
上

　
「
大
永
中
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳
」
で
の
給
付
田
の
序
列
を
み
て
お
こ
う
。

　

院
主
房
分　
　

別
当
房
分　
　

能
化
房
分　
　

大
勧
進
給
分

　

四
人
目
老
僧　

五
人
目
老
僧　

六
人
目
老
僧　

上
中
間

　

下
中
間　
　
　

小
勧
進

　

以
上
、
大
瀧
寺
の
序
列
は
行
事
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
全
体
と
し
て
の
序
列

は
掴
め
な
か
っ
た
。

　

な
お
大
瀧
寺
の
院
主
房
・
別
当
房
・
大
勧
進
房
及
び
安
楽
寺
は
長
老
に
よ
る

合
議
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
幸
宥
等
連
署
状
」
の
発
給
者
の
検
討

　

以
上
を
踏
ま
え
て
前
掲「
幸
宥
等
連
署
状
」の
発
給
者
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
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こ
こ
で
は
「
夏
一　

幸
宥
、
三
和
上　

静
実
、
四
和
上　

幸
珎
」
が
安
楽
寺

に
通
達
し
て
い
る
。「
夏
一
」
の
肩
書
の
記
述
は
他
に
事
例
は
無
い
が
、「
競
馬

事
」
に
「
夏
番
帳
ハ
大
勧
進
ヨ
リ
盛
、
院
主
・
別
当
・
能
化
・
首
僧
一
ヲ
ハ
除
也
」

の
記
述
が
参
考
に
な
る
。
つ
ま
り
季
毎
に
役
番
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
夏
番
に

は
院
主
・
別
当
・
能
化
・
首
僧
一
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
当

文
書
は
五
月
に
発
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
将
に
夏
番
の
手
に
依
る
も
の
と
み
え
る
。

　
「
三
和
上
」と「
四
和
上
」は「
先
達
方
」の
他
に
前
掲
の「
荘
厳
講
棒
物
之
事
」

に
よ
れ
ば
「
院
主
坊
」
と
「
別
当
坊
」
と
「
大
勧
進
坊
」
の
序
列
に
も
出
現
す
る
。

　

先
達
方
へ
の
伝
達
書
で
あ
る
か
ら
、
先
達
方
は
除
か
れ
る
し
、
仏
事
で
は
な

い
の
で
別
当
坊
で
も
な
く
、
教
化
を
専
ら
と
す
る
能
化
坊
で
も
な
く
、
大
勧
進

坊
で
も
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
は
「
院
主
坊
」
の
一
和
上
と
同
三
和
上
と
同
四
和

上
の
発
給
文
書
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
中
世
大
瀧
寺
の
先
達
方
と
安
楽
寺
の
ま
と
め

　

暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
年
六
月
に
「
徳
江
頼
員
軍
忠
状（

３
）」

に
「
一　

翌
日

廿
六
日
、
押
寄
大
瀧
城
、
日
々
致
合
戦
、
同
廿
八
日
、
攻
落
彼
城
畢
」
と
あ
っ

て
、
南
朝
方
に
組
し
た
大
瀧
寺
は
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
た
。
こ
と
に
山
上
に
あ

る
巨
大
な
堀
切
は
そ
の
折
に
造
成
さ
れ
、
如
何
に
巨
大
な
勢
力
が
こ
こ
に
拠
っ

た
か
が
窺
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
は
対
戦
相
手
で
あ
っ
た
室
町
幕
府
側
の
為
政
下
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
と
に
山
法
師
の
勢
力
復
活
に
は
厳
し
い
監
視
の
目
が
向
け
ら
れ
た
は

ず
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
み
て
き
た
よ
う
に
先
達
方
の
分
米
は
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
八
七
）
で

は
多
く
み
て
収
納
米
は
二
十
九
石
で
あ
り
、
一
人
扶
持
を
四
俵
と
み
て
十
八
人

扶
持
、大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
二
八
）
で
は
九
石
で
五
人
半
扶
持
程
度
で
あ
り
、

復
活
を
遂
げ
た
と
は
言
い
難
い
数
字
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
朝
倉
氏
の
為
政
下
で
の
数
字
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
圧
迫
を
受
け

て
い
た
よ
う
だ
。

　

以
上
、
中
世
を
み
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
神
輿
に
関
わ
る
記
述
は
見
出
せ

な
か
っ
た
。

　
　
　

二　

近
世
の
安
楽
寺

（
一
）
安
楽
寺
の
退
転

　

以
下
の
二
点
の
史
料
に
よ
り
、
大
瀧
寺
奥
の
院
に
拠
っ
た
一
向
一
揆
が
誅
せ

ら
れ
、
併
せ
て
「
大
瀧
白
山
籠
屋
」
つ
ま
り
修
験
僧
の
僧
房
が
壊
さ
れ
、
修
験

僧
も
そ
こ
を
追
わ
れ
た
。
ま
た
麓
の
大
瀧
寺
も
燃
や
さ
れ
て
廃
墟
と
な
っ
た
模

様
で
あ
る
。

　

以
降
、
宮
座
は
当
頭
制
（
当
頭
十
二
人
、
内
頭
立
一
人
）
を
以
っ
て
支
配
し
、

宮
守
を
置
く
と
い
う
制
度
を
踏
襲
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

Ｃ　

北
畠
信
意
宛
黒
印
状

（
４
）

　
　

�

大
瀧
白
山
之
嵩
へ
一
揆
等
相
集
之
状
、
滝
川
ニ
掃
部
助
相
副
遣
之
候
、

四
五
百
被
討
捕
之
由
、
先
以
可
然
候
、
殊
今
日
も
逗
留
候
て
谷
々
相
捜
、

被
打
果
候
由
、
簡
要
候
、
日
数
、
行
之
事
者
、
不
苦
候
、
い
か
に
も
念
を

入
、
一
人
も
不
残
打
果
候
様
可
被
申
付
候
、
次
ニ
原
田
備
中
守
赤
谷
へ
越

候
由
聞
届
候
、
猶
追
々
可
有
注
進
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

八
月
廿
日	

信
長
（
黒
印
）
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池
田　

大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

　
　
　
　

茶
筅
殿

Ｄ　

京
都
所
司
代
村
井
貞
勝
宛
印
判
状
写
（
５
）

　
　

廿
日
書
状
、
今
日
廿
二
、
至
府
中
到
来
、
披
見
候
、

　
　
（
前
略
）

　
　

�

廿
日
、
ひ
な
か
た
け
と
申
山
へ
玖
右
衛
門
尉
・
前
田
又
左
衛
門
尉
、
其
外

馬
廻
者
共
遣
之
、
千
余
人
切
捨
之
、
生
捕
百
余
人
、
こ
れ
も
則
刎
首
候
、

茶
箋
・
滝
川
手
に
て
於
大
瀧
白
山
籠
屋
追
崩
、
六
百
余
、
其
外
平
野
土
佐
・

あ
さ
み
、
鉄
砲
者
共
五
十
・
六
十
つ
ゝ
切
之
、
生
捕
十
人
・
廿
人
つ
ゝ
到
来
、

不
知
数
候
、（
後
略
）

　
　
　

八
月
廿
二
日	

信
長

　
　
　
　

村
井
長
門
守
殿

（
二
）
近
世
安
楽
寺
の
役
割

　
『
大
瀧
村
氏
神
由
来
』
で
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
時
点
に
於
い
て
も
安
楽

寺
は
宗
旨
は
天
台
と
し
な
が
ら
、
寺
院
で
は
な
く
氏
神
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
祭
礼
時
の
神
輿
の
先
達
坊
を
務
め
る
格
式
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。

Ｅ　

大
瀧
村
氏
神
由
来

（
６
）

　
　
　
　

今
立
郡
大
滝
村　

氏
神
之
由
来

　
　

大
瀧
児
大
権
現　

又
言　

正
一
位
小
白
山
大
明
神

　
　
　

祭
神
二
座　

国
常
立
尊

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
弉
諾
尊

　
　
　

本
地
十
一
面
観
音
ト
云　

泰
澄
大
師
作

　
　
　
　

近
郷
四
十
八
村
之
鎮
守
也　
（
中
略
）

　
　

前
立
ハ
川
上
御
前　
　
　

越
南
知
ハ　

大
己
貴
命
と
大
杉
を
祭
ル

　
　

別
山
ハ
素
戔
烏
命
・
梅
咀
麗
仏　
　
　

護
摩
堂　
　

不
動

					







　
　
　
　

毘
沙
門

　
　

講
堂
ハ
釈
迦

　
　

其
外
諸
神
を
納
メ
、
神
僧
社
人
四
十
八
宇
、
山
伏
六
人
、
社
領
七
十
余
丁

　
　

朝
倉
家
御
代
々
御
祈
祷
所
也
と
申
伝
、
今
に
書
キ
物
等
御
座
候
、（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村

　
　

一　

天
台　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
楽
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

本
尊　
　

行
基
作

　
　

�

当
寺
ハ
権
現
祭
礼
之
節
、
山
上
・
山
下
江
奉
迎
奉
上
輿
と
き
先
達
坊
之
旧

院
也
、
四
十
八
坊
之
内
と
申
候
、
其
外
四
十
八
坊
之
旧
地
色
々
申
伝
候
事

共
御
座
候
、

　
　
　

宮
地
并
寺
地
ハ
御
年
貢
無
御
座
、
古
来
よ
り
村
除
之
由
に
御
座
候
、

　
　

右
御
尋
ニ
付
申
上
候
、
以
上

　
　
　

安
永
四
年
未
五
月

春
祭
礼
の
安
楽
寺
の
役
割 

―
天
保
五
年
の
絵
馬
に
見
る
先
達
―

　
『
神
と
紙
』
よ
り
抜
書
き
し
よ
う
。

　
　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
三
月　

祭
礼
図
絵
馬
（
法
華
八
講（
７
）） 

　
　
　
　

絵
図
の
構
図

　
　

上
宮
（
奥
の
院
）
か
ら
の
お
下
り
は
神
道
支
配

　
　

下
宮
に
お
け
る
神
殿
前
の
法
華
八
講
は
仏
教
支
配

　
　

行
列
の
次
第

　
　
　

�

露
払
い
、
先
達
衆
（
法
螺
）、
天
狗
獅
子
、
侍
者
、
先
達
坊
（
安
楽
寺
）、
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寺
僧
、
侍
者
、
先
箱
、
傘
持
、
神
官
（
上
嶋
土
佐
守
）、
侍
者
、
跡
箱
、

傘
持
、
侍
者
、

　
　
　

�
当
頭
立
（
三
田
村
長
門
守
・
神
籬
）、侍
者
、長
刀
、神
旗
、神
輿
、神
旗
、

神
輿
、
当
頭
衆
、
唐
櫃
、
殿
（
村
役
衆
）　

　
　
　

�

拝
殿
前
で
は
湯
立
の
神
事
が
行
わ
れ
赤
い
衣
体
に
結
袈
裟
を
着
け
た
先

達
（
福
昌
院
か
）
が
御
幣
を
持
し
て
祈
祷
し
て
い
る
姿
が
見
え
る
。

　

こ
の
絵
馬（

８
）を
仔
細
に
見
て
み
よ
う
。
先
頭
は
裃
を
着
た
露
払
二
人
、
次
に
先

達
衆
は
赤
衣
の
僧
一
人
、
結
袈
裟
を
付
け
た
山
伏
二
人
、
そ
の
中
の
一
人
は
法

螺
を
持
ち
、
も
う
一
人
は
笈
を
背
負
う
。
赤
衣
の
僧
一
人
、
山
伏
二
人
、
以
上

六
人
で
構
成
さ
れ
る
。
次
に
棒
の
先
に
天
狗
面
付
け
た
も
の
を
持
つ
白
衣
で
立

烏
帽
子
の
二
人
、
次
は
獅
子
頭
の
三
人
、
先
達
坊
集
団
は
裃
の
侍
者
三
人
、
白

衣
赤
袈
裟
の
僧
の
先
達
坊
一
人
、
黒
衣
の
僧
一
人
、
裃
の
侍
者
、
先
箱
、
傘
持

の
各
一
人
、
以
上
八
人
で
構
成
さ
れ
る
。
以
上
の
集
団
が
先
達
の
グ
ル
ー
プ
と

云
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
は
神
官
集
団
が
続
く
。

　

ま
た
湯
立
神
事
で
は
五
つ
の
湯
釜
を
並
べ
、
そ
の
前
に
赤
衣
を
着
た
僧
が
祈

祷
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
御
幣
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
結
袈
裟
は
確
認
で
き
な
い
。

　

以
上
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
祭
礼
図
絵
馬
で
は
、
先
達
衆
六
人
中
、

二
人
が
赤
衣
の
僧
形
で
あ
り
、
先
達
坊
八
人
中
、
白
衣
赤
袈
裟
、
黒
衣
の
二
人

が
僧
形
で
あ
る
。
ま
た
湯
立
神
事
は
赤
衣
の
僧
が
執
り
行
っ
て
い
る
。

　
『
神
と
紙
』
で
は
先
達
坊
（
安
楽
寺
）
と
記
し
、
湯
立
は
福
昌
院
か
と
記
す

点
を
法
徳
寺
の
項
で
再
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
三
）
安
楽
寺
の
衰
退

　

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
安
楽
寺
が
荒
廃
し
た
の
で
丹
生
郡
岡
本
村
へ

寺
号
を
譲
渡
す
る
話
が
進
ん
だ
が
、
大
瀧
村
か
ら
取
り
消
し
を
求
め
、
沙
汰
無

と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
三
田
村
周
防
が
安
楽
寺
に
一
人
半
扶
持
を
給
付
す
る
こ

と
と
し
、
大
瀧
権
現
祭
礼
に
際
し
て
は
安
楽
寺
の
僧
は
法
楽
を
勤
め
、
引
接
寺

は
三
月
と
九
月
の
祭
例
に
は
三
日
間
の
内
一
日
は
法
楽
に
参
勤
す
る
こ
と
で
決

着
し
た
。

　

そ
も
そ
も
寺
号
譲
渡
を
進
め
て
い
た
の
は
引
接
寺
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
は

既
に
安
楽
寺
は
引
接
寺
末
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
述
す
る
『
南
越
温

故
集
』
に
は
「
大
瀧
安
楽
寺　

尼
」
と
あ
る
か
ら
、こ
の
時
は
既
に
尼
寺
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
よ
り
後
に
行
わ
れ
た
「
天
保
五
年
祭
礼
図
絵
馬
」

で
は
先
達
方
や
先
達
坊
、
さ
ら
に
は
湯
花
神
事
は
僧
形
で
参
画
し
て
い
る
よ
う

に
描
か
れ
て
お
り
、
引
接
寺
系
の
方
々
に
委
ね
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
後
述
す
る
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
「
三
田
村
家
歳
中
規
定
書
」
に
よ
れ

ば
祭
礼
の
湯
花
神
事
や
竈
払
な
ど
の
神
事
は
府
中
山
伏
福
昌
院
が
務
め
て
い
る
。

Ｆ　

安
楽
寺
済
候
証
文

（
９
）

　
　
　
　
　

済
候
証
文
之
事

　
　

一�

今
立
郡
大
瀧
村
安
楽
寺
及
荒
廃
候
付
、
丹
生
郡
岡
本
村
江
寺
号
御
引
取

被
成
度
旨
、
引
接
寺
ゟ　

御
公
儀
江
被
願
上
候
處
、
大
瀧
村
ニ
有
来
候

安
楽
寺
を
外
江
被
引
取
候
事
者
、
大
瀧
村
人
難
儀
ニ
存
、
寺
号
相
渡
候

儀
難
致
候
旨
、
大
瀧
村
ゟ
亦　

御
公
儀
江
願
申
上
、
双
方
被
及
異
論
候

故
、
周
防
殿
気
之
毒
ニ
被
存
候
而
、
安
楽
寺
之
儀
往
古
ハ
惣
社
大
瀧
権
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

現
社
僧
寺
之
内
ニ
而
御
座
候
間
、
其
由
緒
を
以
て
、
当
年
ゟ
毎
年
壱
人

半
扶
持
米
六
俵
宛
周
防
殿
ゟ
寄
附
可
有
之
候
間
、
大
瀧
村
ニ
而
相
続
相

成
候
様
ニ
取
扱
致
呉
候
様
ニ
と
頼
ニ
付
、
其
段
申
談
候
所
、
双
方
共
御

納
得
之
上
、
大
滝
村
ニ
而
安
楽
寺
相
続
候
筈
ニ
和
談
ニ
而
相
済
申
候
、

就
夫
大
瀧
権
現
祭
礼
之
砌
、
安
楽
寺
之
住
僧
ゟ
法
楽
被
相
勤
候
様
ニ
と

申
談
候
所
、
是
亦
御
納
得
ニ
而
相
済
候
、
然
上
者
当
年
中
ニ
安
楽
寺
再

興
相
成
候
様
ニ
、
双
方
共
入
魂
有
之
筈
ニ
相
究
申
、
為
後
証
一
札
、
仍

而
如
件
、

	

取
扱
府
中　
　
　
　
　

	

沢
嶋
双
卜
（
黒
印
）

　
　
　
　

寛
保
三
亥
年
閏
四
月	

大
瀧
村
長
百
姓　
　
　

	

三
右
衛
門
（
黒
印
）

	
弥　

七　
（
黒
印
）

	
太
郎
兵
衛
（
黒
印
）

	

仁
兵
衛　
（
黒
印
）

	

大
瀧
村
庄
屋　
　
　
　

	

彦
右
衛
門
（
黒
印
）

	

府
中　
　
　
　
　
　
　

	

引
接
寺
役
者
（
黒
印
）

　
　

�

右
安
楽
寺
荒
廃
候
ニ
付
往
古
之
由
緒
茂
有
之
事
ニ
候
得
者
、
為
相
続
当
年
ゟ

毎
年
壱
人
半
扶
持
米
六
俵
宛
可
致
寄
附
候
、
尤
相
違
有
之
間
舗
者
也
、

	

大
瀧
村　
　
　
　
　
　

　
　
　

寛
保
三
亥
閏
四
月	

三
田
村
周
防
（
黒
印
）

　
　

�

右
之
通
相
済
申
上
者
拙
僧
一
代
者　

大
瀧
権
現
祭
礼
之
砌
三
月
九
月
共
三

日
之
内
一
日
ハ
為
法
楽
可
致
参
勤
候
、
已
上

	

府
中
引
接
寺
現
住　
　

　
　
　

寛
保
三
亥
年
閏
四
月	

真
燈
（
黒
印
）

（
四
）
近
世
法
華
八
講
に
み
る
安
楽
寺
と
法
徳
寺

　

天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）と
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）に
行
わ
れ
た「
法
華
八
講
」

に
つ
い
て
、
安
楽
寺
の
役
割
を
見
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
催
し
に

法
徳
寺
が
頻
出
す
る
。
こ
の
両
寺
を
中
心
に
追
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
法

徳
寺
に
つ
い
て
は
中
世
史
料
で
は
見
出
せ
な
い
。
明
治
期
の
寺
院
台
帳
に
よ
れ

ば
「
往
古
は
盛
禅
坊
と
い
う
大
瀧
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
、明
応
年
間
（
一
四
九
二

～
一
五
〇
一
）
に
放
光
寺
末
と
な
り
、
寺
号
を
法
徳
寺
と
し
た
」
と
あ
る
。

　

こ
の
「
法
華
八
講
」
は
も
と
よ
り
仏
事
で
あ
る
か
ら
放
光
寺
末
の
法
徳
寺
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

法
徳
寺
は
塔
婆
書
き
を
初
め
と
し
て
、
行
列
を
大
鳥
居
で
出
迎
え
先
立
を
務

め
、
法
徳
寺
で
休
息
の
後
、
お
宮
ま
で
案
内
し
、
お
宮
を
参
内
児
権
現
開
扉
し

た
後
、
法
華
八
講
が
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
は
「
灑
水
」
役
を
務
め
る
。
そ
し
て

こ
の
謝
礼
と
塔
婆
書
き
代
を
含
め
て
金
二
両
と
銀
二
百
疋
を
受
け
て
い
る
。

　

な
お
、
天
保
十
五
年
法
華
八
講
記
の
法
徳
寺
へ
の
礼
金
の
内
訳
と
し
て
「
下

宿
御
挨
拶
并
御
開
帳
中
四
座
之
護
摩
」
と
記
し
、
慶
応
二
年
の
そ
れ
に
は
「
御

両
寺
下
宿
并
先
例
之
通
御
神
忌
大
祭
礼
中
護
摩
御
礼
」
と
あ
り
、
府
中
山
伏
福

昌
院
は
ど
こ
に
も
記
載
が
な
い
。
よ
っ
て
護
摩
の
中
に
湯
花
神
事
も
含
ま
れ
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
『
神
と
紙
』
の
年
表（

（（
（

に
よ
れ
ば
天
保
十
五
年
の
項
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六
十
一
巻
一
号

に
「
開
扉
大
瀧
児
大
権
現
仁
王
般
若
経
転
読
」
の
福
昌
院
祈
祷
札
が
残
っ
て
い

る
よ
う
だ
か
ら
、
法
徳
寺
と
福
昌
院
は
共
に
奉
仕
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

一
方
、
安
楽
寺
は
引
接
寺
と
放
光
寺
の
行
列
を
戸
谷
ま
で
名
代
を
近
迎
え
に

派
遣
す
る
の
み
で
あ
る
。
安
楽
寺
は
引
接
寺
末
と
な
り
、
あ
る
い
は
仏
事
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
と
も
み
た
の
で
あ
る
が
、そ
れ
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
天
保
十
五
年
の
「
法
華
八
講
記
」
は
慶
応
二
年
の
そ
れ
と
役
割
に
つ
い

て
は
変
動
が
み
ら
れ
る
が
、大
差
は
な
い
の
で
史
料
の
抜
書
き
を
差
し
控
え
る
。

た
だ
し
「
先
例　

安
楽
寺
名
代
相
努
出
迎
ニ
罷
出
候
様
、
申
届
ケ
候
間
役
当
り

入
不
申
候
、
長
右
衛
門
」
の
記
述
が
あ
り
、
天
保
十
五
年
時
点
で
両
寺
の
行
列

を
戸
谷
迄
近
迎
え
に
出
る
こ
と
が
既
に
先
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

三
田
村
家
歳
中
規
定
書
に
み
る
安
楽
寺
と
法
徳
寺

　

次
い
で
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
三
田
村
家
「
歳
中
規
定
書
」
に
は
大
瀧

権
現
や
法
徳
寺
と
安
楽
寺
の
行
事
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
記
事
を
抽
出
し

て
お
い
た
。

　

正
月
十
三
日
の
左
義
長
、
三
月
五
日
祭
礼
の
湯
花
神
事
、
六
月
二
十
四
日
地

蔵
祭
の
湯
花
神
事
、
九
月
八
日
祭
礼
の
湯
花
神
事
、
以
上
は
府
中
山
伏
福
昌
院

が
務
め
、
そ
の
折
に
は
三
田
村
家
の
竈
の
お
祓
い
も
併
せ
て
依
頼
し
て
い
る
。

　

五
月
十
五
日
に
は
三
田
村
家
の
竈
の
お
祓
い
を
法
徳
寺
が
務
め
て
い
る
。
そ

し
て
七
月
の
盆
と
十
二
月
二
十
八
日
に
は
法
徳
寺
は
祈
祷
料
銀
二
十
匁
と
銀
十

匁
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
安
楽
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
米
一
升
を
贈
ら
れ
る

に
留
ま
る
。

　

よ
っ
て
安
楽
寺
は
三
田
村
家
か
ら
扶
持
米
を
贈
ら
れ
る
の
み
で
、
祈
祷
な
ど

は
一
切
行
っ
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。

　

因
み
に
府
中
山
伏
福
昌
院
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
年
の
「
福
井
藩
修
験
道
本

末
寺
号
外
明
細
帳
」
に
よ
れ
ば
、
天
台
系
聖
護
院
末
で
五
十
三
ヶ
村
を
祈
願
檀

村
と
し
て
い
る
。「
越
前
志
」
に
よ
れ
ば
高
木
村
の
四
月
と
九
月
の
東
尋
坊
祭

で
湯
花
神
事
を
取
り
扱
う
な
ど
、
府
中
き
っ
て
の
山
伏
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
明

治
五
年
の
修
験
道
廃
止
令
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
明
治
に
入
っ
て

以
降
の
祭
例
で
の
湯
花
等
は
取
止
め
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

次
い
で
近
世
末
の
安
楽
寺
の
事
情
は
「
明
治
五
年
寺
院
由
緒
」
に
「
引
接
寺

末
寺
と
成
、
改
号
し
て
安
楽
寺
と
称
し
、
夫
ゟ
代
々
引
接
寺
の
指
図
を
以
、
住

僧
を
定
」
云
々
と
あ
っ
て
、
近
世
末
は
引
接
寺
が
実
質
的
に
差
配
し
住
僧
を
送

り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
知
れ
、明
治
初
年
ま
で
尼
を
居
住
さ
せ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

な
お
こ
の
史
料
に
は
明
治
初
年
に
存
続
を
巡
っ
て
経
緯
が
あ
っ
た
旨
記
さ
れ

て
い
る
が
、
本
題
と
は
外
れ
る
の
で
記
に
留
め
な
い
も
の
と
す
る
。

Ｇ　

福
井
藩
修
験
道
本
末
寺
号
其
外
明
細
帳（

（（
（

　
　

右
本
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
同
郡
武
生
竹
ヶ
花
町

　
　

一
聖
護
院
霞
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
昌
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
龍

　
　

一
境
内　

弐
畝
拾
八
歩　
　
　
　

一
祈
願
檀
村　

五
十
三
ヶ
村

　
　

一
元
朱
印
地
除
地
山
林
等
無
之
（
中
略
）

　
　

右
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候　

以
上

　
　
　

明
治
庚
午
年
十
一
月　
　

福
井
藩

　
　

辨
官　

御
中
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

Ｈ　

越
前
志（

（（
（

　
　
　
　

今
立
郡
高
木
村

　
　

東
尋
坊
祭　

四
月
五
日
、
九
月
十
日
、
府
中
福
正
院
湯
花
上
ル

Ｉ　

今
立
郡
寺
院
台
帳（

（（
（

　
　

安
楽
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
今
立
郡
岡
本
村
大
瀧
二
七
―
四
〇

　
　

天
台
宗　
　

阿
弥
陀
如
来　
　
　
　

引
接
寺
末

　
　

由
緒　

�

当
寺
ハ
往
古
当
村
大
徳
山
大
瀧
寺
山
内
ニ
テ
持
観
坊
ト
称
シ
、

四
十
八
坊
ノ
中
ナ
リ
、
往
古
ハ
山
上
ニ
本
堂
ア
リ
シ
ガ
天
正
年
中

本
堂
ヲ
村
端
ニ
下
シ
再
建
ナ
シ
時
ノ
住
職
引
接
寺
ニ
所
縁
ア
リ
シ

ニ
付
引
接
寺
末
派
ト
ナ
リ
改
号
シ
安
楽
寺
ト
称
ス

　
　

法
徳
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
今
立
郡
岡
本
村
大
滝
村
二
八
―
六

　
　

天
台
宗　
　

阿
弥
陀
如
来　
　
　
　

放
光
寺
末

　
　

由
緒　

�

養
老
年
中
泰
澄
大
師
ノ
開
基
大
瀧
児
大
権
現
大
徳
山
大
瀧
寺
一　

山
ノ
内
、
盛
禅
坊
ト
称
シ
、
天
正
年
間
勢
州
左
近
将
監
一
益
来
リ

堂
塔
伽
藍
焼
亡
シ
、
中
興
律
天
和
尚
ノ
代
教
善
院
光
明
山
法
徳
寺

ト
改
称
、
明
応
年
間
坂
本
西
教
寺
真
盛
上
人
ニ
帰
依
シ
中
新
庄
放

光
寺
末
ト
ナ
リ
今
日
ニ
至
ル
モ
ノ
ナ
リ

Ｊ　

寺
院
由
緒（

（（
（

　
　
　
　

今
立
郡
大
滝
村

　
　

天
台
律
宗
南
条
郡
武
生
幸
町
引
接
寺
末

　
　
　
　
　
　
　

元
安
楽
寺
（
中
略
）

　
　

�

引
接
寺
末
寺
と
成
、
改
号
し
て
安
楽
寺
と
称
し
、
夫
ゟ
代
々
引
接
寺
の
指

図
を
以
、
住
僧
を
定
、
当
時
清
良
に
て
相
続
仕
候
所
、
明
治
三
午
年
本
寺

合
併
社
由
寺
引
接
寺
之
隠
居
所
ニ
相
成
、
当
時
留
守
居
ニ
御
座
候
、

　
　
（
明
治
以
降
に
「
」
を
付
し
、
無
と
記
す
）

　
　

一　

檀
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
軒

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
住
職　

清
良
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
申　

二
十
九
才
（
中
略
）

　
　

右
之
通
り
相
違
無
御
座
候

　
　

明
治
五
壬
申
三
月　

元
安
楽
寺　

清
良
尼　

印

　
　
　
　

今
立
郡
大
滝
村

　
　

天
台
律
宗
同
郡
中
新
庄
村
放
光
寺
末　

法
徳
寺

　
　

�

一　

養
老
年
中
泰
澄
大
師
開
基
大
徳
山
大
瀧
寺
一
山
ノ
内
盛
禅
坊
ト
称
シ

候
、
明
応
年
間
坂
本
西
教
寺
真
盛
上
人
ヲ
帰
依
シ
中
新
庄
村
放
光
寺
末
ト

相
成
候
、
中
興
当
住
律
天
和
尚
之
節
法
徳
寺
ト
改
号
仕
候
、
右
律
天
和
尚

ヨ
リ
今
ノ
良
静
マ
テ
三
十
四
代
目
ニ
御
座
候
、

　
　

一　

檀
家　

三
十
四
軒

　
　

一　

住
職　

良
静　

壬
申　

三
十
一
歳　
（
中
略
）

　
　

右
之
通
り
相
違
無
御
座
候　

已
上

　
　

明
治
五
壬
申
三
月　

法
徳
寺　

良
静　

印

（
五
）
近
世
法
徳
寺
の
活
動

　

少
々
冗
長
で
あ
る
が
、
法
徳
寺
の
活
動
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

杉
崎
神
社（

（（
（

に
は
法
徳
寺
の
護
摩
木
札
が
遺
存
し
て
い
る
。
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文
面
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

月　

清　

明　
　

光
明
山

　
　
（
表
）
カ
ー
ン　

奉
修
練
児
大
権
現
法
楽
護
摩
供
除
災　

鬼
楽
□
意
祈
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　

雨　

順　

時　
　

法
徳
寺

　
　
（
裏
）　　
　
　

ボ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

治　

元　

年　

戊　

天　
　

□
加
者

　
　
（
表
）
カ
ン
マ
ン　

奉
修
加
行
護
摩
供
廿
一
ケ
處
村
中
安
全
祈
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰　

霜　

月　

吉　

祥　

日　
　

良
音
敬
白

　
　
（
裏
）
急
急
如
律
令　

ボ
ロ
ン

　

右
方
の
木
札
に
は
年
月
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
児
大
権
現
」
と
「
光
明

山
法
徳
寺
」
と
あ
っ
て
法
徳
寺
の
護
摩
木
札
で
あ
る
。
左
方
の
木
札
に
は
「
明

治
元
年
霜
月
」
と
あ
り
、「
良
音
敬
白
」
と
あ
っ
て
寺
院
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
僧
名
の
「
良
」
は
通
字
で
あ
っ
て
、
放
光
寺
で
は
該
当
名
が
み
ら
れ
な

い
が
、
引
接
寺
二
十
九
世
良
順
上
人
が
あ
り
、
明
治
五
年
の
法
徳
寺
寺
院
由
緒

は
「
法
徳
寺
良
静
」
が
署
名
し
て
い
る
。
し
か
し
良
音
は
両
寺
の
歴
代
に
は
見

出
せ
な
い
が
、
恐
ら
く
こ
の
法
系
に
連
な
る
人
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

杉
崎
神
社
に
遺
さ
れ
て
い
る
他
の
護
摩
木
札
に
よ
れ
ば
、
府
中
上
人
町
大
行

院（
（（
（

と
福
井
米
沢
町
清
宝
院（

（（
（

に
護
摩
祈
祷
を
委
嘱
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
に

な
っ
て
法
徳
寺
に
護
摩
祈
祷
を
委
嘱
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

恐
ら
く
修
験
道
廃
止
の
気
運
が
生
じ
て
き
た
の
で
、
当
神
社
氏
子
に
引
接
寺

檀
家
が
あ
る
の
で
引
接
寺
系
の
寺
院
に
護
摩
祈
祷
を
委
嘱
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
の
神
祇
官
通
達
の
神
仏
分
離
令
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
太
政
官
布
告
の
修
験
道
廃
止
令
が
出
さ
れ
、
神

社
で
の
仏
式
祈
祷
が
廃
止
と
な
り
、
護
摩
木
札
は
こ
れ
を
最
後
と
し
て
新
た
な

も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

前
者
の
木
札
に
よ
っ
て
大
瀧
寺
に
お
け
る
護
摩
祈
祷
を
法
徳
寺
が
執
行
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
護
摩
札
は
手
書
き
で
は
な
く
板

木
な
ど
の
定
型
の
様
式
で
あ
り
、
恐
ら
く
急
な
依
頼
の
た
め
、
当
場
し
の
ぎ
と

し
て
当
護
摩
札
を
持
参
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
数
多
く
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。

　

恐
ら
く
旧
大
瀧
寺
氏
子
の
村
々
に
法
徳
寺
が
護
摩
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

余
談
な
が
ら
護
摩
と
は
護
摩
の
炉
に
細
長
く
切
っ
た
薪
木
を
入
れ
て
燃
や

し
、
炉
中
に
種
々
の
供
物
を
投
げ
入
れ
、
火
の
神
が
煙
と
と
も
に
供
物
を
天
上

に
運
び
、
天
の
恩
寵
に
あ
ず
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
僧
が
寺
院
で
行

う
護
摩
法
要
と
、
山
伏
が
広
場
で
執
行
す
る
護
摩
行
と
で
は
内
容
的
に
趣
を
異

に
す
る
。
つ
ま
り
僧
が
仏
前
の
護
摩
壇
で
行
う
も
の
と
、
山
伏
が
野
外
で
神
前

に
柴
な
ど
で
護
摩
壇
を
築
い
て
行
う
も
の
が
あ
る
。
大
瀧
寺
や
杉
崎
神
社
で
行

わ
れ
た
護
摩
行
は
山
伏
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
先
の
護
摩
木
札
に
あ
る
梵

字
の
カ
ー
ン
と
カ
ン
マ
ン
は
共
に
不
動
明
王
の
種
子
で
あ
る
か
ら
、
法
徳
寺
は

不
動
明
王
の
神
力
を
得
る
護
摩
行
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

天
保
五
年
の
祭
礼
図
絵
馬
に
描
か
れ
た
先
達
の
検
討

　

以
上
み
て
来
た
通
り
、
安
楽
寺
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
寺
号
を
売
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

り
渡
す
ほ
ど
に
衰
退
し
て
お
り
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
や
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
の
法
華
八
講
で
の
安
楽
寺
の
役
割
は
引
摂
寺
や
放
光
寺
の
行
列
の

近
迎
え
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
華
八
講
で
は
法
徳
寺
が
護
摩
行
な
ど
を
務

め
て
い
る
。
な
お
天
保
十
五
年
の
福
昌
院
の
祈
祷
札
が
残
っ
て
お
り
、
福
昌
院

も
関
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
点
に
な
る
と
安
楽

寺
は
護
摩
行
や
湯
立
神
事
を
執
行
す
る
山
伏
を
擁
し
切
れ
な
い
ほ
ど
衰
退
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
杉
崎
神
社
の
護
摩
札
に
見
る
よ
う
に
法
徳
寺
が
児
大
権
現
の
護
摩
行
を

執
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
天
保
五
年
の
祭
礼
図
絵
馬
が
正
確
に
描
か
れ
て
い
た
と
す
る
前
提
で

み
れ
ば
、
先
達
衆
や
先
達
坊
と
湯
花
神
事
は
僧
形
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

山
伏
た
る
福
昌
院
で
は
な
く
、
法
徳
寺
が
務
め
て
い
た
も
の
と
推
考
す
る
。

　

な
お
近
世
に
於
い
て
天
保
十
五
年
以
前
に
法
華
八
講
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
し
て
、
加
藤
河
内
家
文
書
の
「
御
用
諸
向
記
録（

（（
（

」
に
「
文
化
九
壬
申

三
月
二
十
三
日
ヨ
リ
来
ル
四
月
二
十
三
日
迄
大
瀧
児
権
現
開
帳
…
同
四
月
十
一

日
府
中
圓
城（
引
摂
）寺
法
教（
華
）八
勾（
講
）相
勤
リ
ワ
キ
同
司
新
庄
法（
放
）

光
寺
相
勤
メ
申
候
」
と
あ
る
。
ま
た
内
田
吉
左
衛
門
家
文
書
の
「
萬
覚
留（

（（
（

」
に

「
一　

甲
辰
（
天
保
十
五
年
）
大
瀧
児
大
権
現
様
三
十
三
年
同
開
帳
」
の
付
記

に
「
但
此
以
前
文
化
九
申
年
之
時
…
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
絵
馬
は
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

な
お
「
天
保
十
年
神
社
ニ
関
ス
ル
演
説
書（

（（
（

」
に
「
放
光
寺
は
六
年
前
に
七
日

間
山
籠
修
業
の
た
め
三
田
村
方
に
対
応
を
頼
ん
だ
」
云
々
と
あ
り
、
放
光
寺
と

神
職
方
と
の
対
立
が
生
じ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
保
初
期
は
放
光

寺
と
法
徳
寺
の
奥
の
院
へ
の
出
入
り
な
ど
の
対
立
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
模
様

だ
。
ま
た
天
保
十
五
年
の
福
昌
院
の
祈
祷
札
が
残
さ
れ
て
お
り
、
慶
応
四
年
に

は
祭
例
の
湯
花
神
事
は
福
昌
院
が
務
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
放
光
寺
・
法
徳
寺

に
対
す
る
神
職
の
依
頼
に
依
る
と
み
ら
れ
る
福
昌
院
と
の
間
に
生
じ
た
確
執

は
、
衰
微
し
た
安
楽
寺
跡
式
（
先
達
方
が
執
り
行
っ
て
い
た
権
益
）
を
巡
る
争

い
の
構
図
で
あ
っ
た
。

（
六
）
近
世
大
瀧
寺
の
先
達
方
と
安
楽
寺
の
ま
と
め

　

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
の
信
長
の
朝
倉
攻
め
で
は
大
瀧
寺
は
早
々
と
寺
領

を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
後
は
一
向
一
揆
が
大
瀧
寺
に
入
り
込
み
、

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
信
長
の
一
揆
討
伐
で
は
大
瀧
寺
奥
の
院
に
一
揆
勢

が
立
て
籠
も
り
、
信
長
勢
に
よ
り
大
瀧
寺
は
廃
墟
と
な
る
に
至
る
。
そ
し
て
、

大
瀧
権
現
は
神
社
と
し
て
復
活
を
遂
げ
た
が
、
御
神
領
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
至
り
安
楽
寺
は
引
接
寺
末
と
な
り
、
生
延
び
た
模
様
で
あ
る
が
、
寛

保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
至
っ
て
、
い
よ
い
よ
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
、
寺
号

を
丹
生
郡
岡
本
村
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
大
瀧
村
か
ら
の
要
請
で
三

田
村
氏
の
援
助
を
受
け
て
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
祭
礼
図
絵
馬
に
よ
れ
ば
、
神
輿
の
先
導

と
湯
花
神
事
に
は
僧
形
で
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
法
徳
寺
が
取

扱
っ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
ま
た
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
法
華
八
講
に
は

護
摩
行
な
ど
の
山
伏
と
し
て
の
行
事
は
法
徳
寺
が
務
め
て
い
る
。
ど
う
も
こ
の

頃
、
安
楽
寺
は
尼
寺
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
明
治
に
な
っ
て
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
「
法
華
八
講
」
な
ど
神
社
に
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於
け
る
仏
事
は
廃
止
と
な
り
、
修
験
道
も
廃
止
と
な
る
に
至
り
、
神
社
に
於
け

る
湯
花
神
事
も
取
り
止
め
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
中
世
・
近
世
史
料
を
通
じ
て
安
楽
寺
が
神
輿
の
先
導
を
す
る
と
の
記

述
は
安
永
四
年
の
「
大
瀧
村
氏
神
由
来
」
の
「
権
現
祭
礼
之
節
、
山
上
・
山
下

江
奉
迎
奉
上
輿
と
き
先
達
坊
之
旧
院
也
」
の
み
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
近
世
に

そ
う
し
た
習
わ
し
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
そ
の
起
源
や
終
焉
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
近
世
に
安
楽
寺
が
祭
例
で
の
神
事
を
行
う
と
の
記
述
は『
越
前
国
名
蹟
考
』

の
大
瀧
児
権
現
に
「
今
天
台
宗
安
楽
寺
古
坊
舎
の
内
に
て
今
以
神
事
を
勤
む
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
「
安
楽
寺
済
候
證
文
」
の
「
大
瀧
権
現
祭
礼
之
砌
、
安
楽
寺
之
住

僧
ゟ
法
楽
被
相
勤
候
」
と
に
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
史
料
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
そ
う
し
た
習
わ
し
は
先
達
方
の
元
締
め
た
る
安
楽
寺
が
担
っ
て
き
た
職

分
か
ら
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
し
か
し
先
達
方
の
生
き
る
根

幹
と
な
る
升
米
や
神
事
の
激
減
に
よ
り
、近
世
末
に
は
完
全
に
衰
退
に
至
っ
た
。

　

な
お
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
「
法
華
八
講
」
は
停
止
さ
せ
ら
れ
て

き
た
。
よ
っ
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
行
わ
れ
た
の
が
最
後
で
あ
っ
た
が
、

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
五
月
に
実
に
百
二
十
六
年
ぶ
り
に
法
華
八
講
が
復
活

を
遂
げ
た
。

　
　
　

三　

安
楽
寺
の
草
創
と
安
楽
寺
の
旧
地
の
考
察

（
一
）
大
瀧
寺
と
安
楽
寺
の
草
創
に
つ
い
て

　

安
楽
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
『
南
越
温
故
集
』
の
別
本
に

Ｋ　

南
越
温
故
集（

（（
（

　
　

大
円
寺　

開
基
唯
元　

後
関
泉
寺
ト
号
ス

　
　

大
瀧
安
楽
寺　

尼

　
　

新
庄　

高
源
寺　

放
光
寺

　
　

�

長
福
寺
坂
ト
云
、
此
寺
越
中
ヘ
引
、
ア
メ
コ
ゼ
ノ
坂
ト
モ
云
、
今
ノ
坂
ハ
間

部
家
ノ
領
ニ
ナ
リ
テ
開
ク
ト
ゾ
、
大
瀧
権
現
小
白
山　

十
二
坊
ノ
内
ナ
リ
、

　

と
あ
っ
て
「
大
円
寺
、
大
瀧
安
楽
寺
、
新
庄
高
源
寺
、
放
光
寺
、
長
福
寺
は

大
瀧
権
現
小
白
山
十
二
坊
の
内
也
」
と
記
し
て
い
る
。
前
掲
の
「
大
瀧
村
氏
神

由
来
」
で
は
四
十
八
坊
と
あ
り
、こ
の
食
い
違
い
は
「
関
泉
寺
由
緒（

（（
（

」
で
は
「
当

寺
は
も
と
、
泰
澄
大
師
養
老
二
年
当
国
大
滝
村
稚
児
権
現
草
創
十
二
坊
の
由
」

と
記
し
、
十
二
坊
と
は
草
創
十
二
坊
の
意
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

新
庄
高
源
寺
は
三
里
山
の
山
上
に
そ
の
遺
跡
が
あ
っ
て
、
泰
澄
開
創
の
山
林

寺
院
と
の
伝
承
が
あ
る
。『
今
立
郡
誌（

（（
（

』
に
は

　
　

�

権
現
堂
跡　

行
司
嶽
の
半
腹
に
あ
り
。
今
尚
二
株
の
老
杉
あ
り
て
其
下
に

方
五
間
程
の
社
跡
あ
り
。
往
古
稚
子
権
現
を
奉
祀
せ
る
に
一
夜
大
風
雷
老

杉
の
梢
端
を
折
り
、
神
体
と
共
に
飛
ん
で
岡
本
村
大
瀧
の
山
頂
に
至
り
、

大
瀧
稚
子
権
現
と
し
て
祀
ら
る
る
に
至
れ
り
と
伝
う
。

　

放
光
寺
は
高
源
寺
か
ら
石
を
投
じ
て
落
ち
た
所
に
寺
院
を
建
立
し
た
と
の
伝

承
を
有
し
、
中
世
末
に
大
瀧
寺
を
離
れ
引
接
寺
末
に
転
じ
た
。
し
か
し
今
尚
、

大
瀧
神
社
の
法
華
八
講
等
の
仏
事
に
は
大
役
を
担
う
慣
習
が
続
い
て
い
る
。

　

戸
谷
大
円
寺
は
天
正
三
年
に
大
瀧
寺
と
共
に
戦
禍
に
遭
い
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、

関
泉
寺
の
寺
号
を
得
て
真
宗
に
転
じ
た
。
山
麓
に
は
そ
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。

　

長
尾
長
福
寺
は
新
庄
保
鴨
の
宮
の
戦
い
で
戦
禍
に
遭
い
、
越
中
へ
移
転
し
た
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

と
い
う
が
確
証
は
な
い
。
長
尾
猫
坂
の
脇
に
そ
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。

　

大
瀧
安
楽
寺
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
前
掲
の
四
ヶ
寺
は
三
里

山
の
山
上
と
山
麓
に
所
在
す
る
の
に
対
し
、
安
楽
寺
は
大
瀧
に
所
在
し
、「
大

瀧
寺
収
納
田
数
帳
」
に
寺
号
を
記
し
て
い
る
の
は
安
楽
寺
の
み
で
あ
り
、
大
瀧

寺
草
創
十
二
坊
と
の
格
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

筆
者
が
思
考
す
る
に
、
大
瀧
寺
の
参
道
が
府
中
に
向
か
う
べ
く
大
鳥
居
跡
と

称
す
る
塚
が
現
存
す
る
点
か
ら
み
て
、
大
瀧
寺
は
国
府
を
守
護
す
る
寺
院
と
し

て
建
立
さ
れ
た
と
み
る
。
こ
の
国
府
を
挙
げ
て
の
大
事
業
で
あ
る
た
め
、
三
里

山
に
あ
っ
た
集
団
が
こ
こ
に
移
さ
れ
た
と
み
る
。

　

そ
し
て
安
楽
寺
が
先
達
集
団
を
統
べ
る
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
三

里
山
に
あ
っ
た
先
達
方
を
大
瀧
の
地
に
率
い
て
き
た
集
団
で
は
な
か
っ
た
と
推

考
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
安
楽
寺
の
旧
地
に
つ
い
て

　
「
寺
院
台
帳
」
に
よ
れ
ば
「
往
古
ハ
山
上
ニ
本
堂
ア
リ
シ
ガ
天
正
年
中
本
堂

ヲ
村
端
ニ
下
シ
再
建
ナ
シ
」
云
々
と
「
当
寺
ハ
往
古
当
村
大
瀧
寺
山
内
ニ
テ
持

観
坊
ト
称
シ
、
四
十
八
坊
ノ
中
ナ
リ
…
引
接
寺
末
派
ト
ナ
リ
改
号
シ
安
楽
寺
ト

称
ス
」
と
あ
る
。
し
か
し
中
世
文
書
で
安
楽
寺
が
見
え
る
か
ら
、「
寺
院
台
帳
」

の
安
楽
寺
と
は
別
の
寺
院
と
み
え
る
。
た
だ
し
「
寺
院
台
帳
」
の
記
述
が
信
頼

で
き
る
と
す
れ
ば
、
天
正
の
災
で
安
楽
寺
が
退
転
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
山
上

に
あ
っ
た
持
観
坊
つ
ま
り
先
達
方
で
あ
っ
た
坊
が
安
楽
寺
を
再
興
し
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

次
に
安
楽
寺
の
旧
地
は
ど
こ
か
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
伝
承
に
よ
れ
ば

大
瀧
権
現
に
至
る
参
道
と
岡
本
川
が
交
差
す
る
地
点
か
ら
そ
の
川
上
に
向
か
う

西
側
の
側
道
は
、
安
楽
寺
の
大
門
道
で
あ
る
と
云
う
。
そ
の
大
門
道
南
方
の
先

は
現
安
楽
寺
に
突
き
当
た
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た
現
安
楽
寺
の
５
０
ｍ
程
南
の

山
際
に
は
神
宮
堂
が
あ
っ
て
虚
空
蔵
菩
薩
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。「
大
徳
山
大

瀧
寺
図（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
こ
の
図
に
「
南
」
と
記
し
岡
本
川
と
み
ら
れ
る
川
の
右
方

に
「
こ
く
ぞ
う
ど
う
、同
石
の
御
前
」
と
あ
っ
て
現
在
の
神
宮
堂
に
合
致
す
る
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
は
広
大
な
宇
宙
の
よ
う
な
無
限
の
知
恵
と
知
恵
を
持
っ
た
菩
薩

で
、
そ
の
修
法
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」
は
一
定
の
作
法
に
則
っ
て
真
言
を
百
日

間
か
け
て
百
万
回
唱
え
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
教
典
を
記
憶
し
理
解
し
て
忘
れ
る
こ

と
が
な
い
と
云
う
。

　

ま
た
こ
の
神
宮
堂
か
ら
は
奥
の
院
が
見
通
せ
る
場
所
で
あ
っ
て
、
奥
の
院
の

パ
ワ
ー
を
受
け
る
好
適
な
地
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
先
達
坊
が
修
す
る
堂
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
世
の
安
楽
寺
の
規
模
は
現
安
楽
寺
か
ら
南
方
の
山
際

に
あ
る
神
宮
堂
あ
た
り
ま
で
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
天
正
期
に
退

転
し
た
安
楽
寺
の
旧
地
に
安
楽
寺
を
再
建
し
た
と
云
え
よ
う
。

　
　
　

四　

あ
と
が
き

　

前
稿（

（（
（

を
調
べ
る
過
程
で
「
安
楽
寺
、
大
瀧
寺
草
創
十
二
坊
の
内
」
の
記
述
を

見
て
以
来
、
当
寺
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
大
瀧
神
社
祭
例
の
神
輿
下

し
に
、安
楽
寺
は
先
導
役
を
務
め
る
習
わ
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
稿
を
起
こ
す
契
機
と
な
っ
た
。

　

安
楽
寺
は
山
伏
を
統
べ
る
寺
院
で
あ
っ
て
、
極
め
て
異
色
の
寺
院
で
あ
る
。
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六
十
一
巻
一
号

ま
た
大
瀧
寺
草
創
十
二
坊
の
内
と
伝
え
、
大
瀧
寺
草
創
を
探
る
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
存
在
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
寺
院
の
史
料
は
大
変

貴
重
で
あ
る
。し
か
し
残
念
な
が
ら
草
創
か
ら
鎌
倉
ま
で
の
文
献
史
料
は
な
く
、

仏
像
等
の
遺
物
に
頼
る
ほ
か
は
な
い
。
発
掘
調
査
に
よ
る
考
古
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
望
ま
れ
る
。

史
料
集

Ｍ　

大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳（

（（
（

　
　
　
　

先
達
方
田
数
分

　
　

一
反
ニ
三
斗
一
升
二
合
五
勺
宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
反
粟
田
部
常
心

　
　
　
　

八
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石
五
斗　
　
　
　

此
内　

二
反
覚
勝
右
衛
門

　
　

東
下

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石
五
斗　
　
　
　

大
勧
進
坊

　
　

大
蔵
町

　
　
　
　

参
段　
　
　
　
　

七
斗
代　

弐
石
五
斗
八
升　
　

野
岡
道
訓

　
　

大
蔵
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
作
道
訓

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　

七
斗
代　

八
斗
六
升　
　
　
　

大
勧
道
取
継

　
　

鹿
浦
前　

半
川
成
ニ
引
之
外

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
斗　
　
　
　
　
　

正
一
左
衛
門

　
　

五
ノ
坪

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
石
四
斗　
　
　
　

神
郷
屋
敷
左
衛
門

　
　

五
ノ
坪

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
斗　
　
　
　
　
　

一
和
上

　
　

舞
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
斗
五
升　
　
　
　

法
城
房

　
　

上
舞
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
田
部
笠
屋
左
衛
門

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
斗　
　
　
　
　
　

首
僧
一　

宮
司
乗
道

　
　

上
舞
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
斗　
　
　
　
　
　

首
僧
一

　
　

中
ノ
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
郷
大
岩

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
斗　
　
　
　
　
　

新
屋
右
衛
門

　
　

修
理
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
斗　
　
　
　
　
　

柴
垣
覚
心

　
　

講
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
斗　
　
　
　
　
　

法
城
房

　
　

井
上
寺

　
　
　
　

大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
石
二
斗　
　
　
　

円
蔵
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上　

拾
五
石
八
斗
九
升　
（
中
略
）

　
　
　
　

覚
祐
寄
進　
　
　
　
　
　
　

安
楽
寺

　
　
　
　

弐
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
石　
　
　
　
　
　

柏
尾
上
覚

　
　

尾
作
講
堂
灯
明
田

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
石　
　
　
　
　
　

新
在
家
相
阿

　
　

仏
供
田

　
　
　
　

弐
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
石
三
斗　
　
　
　

道
戒
左
衛
門

　
　

火
燒
講
堂
灯
明
田

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石　
　
　
　
　
　

ヒ
ケ
右
衛
門

　
　

大
口
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
室

　
　
　
　

壱
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石　
　
　
　
　
　

良
珎
左
衛
門

　
　

権
現
灯
明
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
郷

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
斗　
　
　
　
　
　

竹
右
衛
門

　
　

桐
木
観
音
仏
供
田
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
石
二
斗　
　
　
　

貞
友
道
一

　
　

観
音
灯
明
田

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
石
七
斗　
　
　
　

今
北
東
之
道
観

　
　

以
上　

拾
三
石

Ｎ　

大
永
中
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳（

（（
（

 

　
　
　

先
達
方
田
数
之
事　
　
　
　

安
楽
寺

　
　

カ
法

　
　
　
　

八
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石
五
斗　
　
　
　

杉
尾
通
善
兵
衛

　
　

大
蔵
町　

反
別
八
斗
六
升
宛

　
　
　
　

参
段　

七
斗
代　

弐
石
五
斗
八
升　
　
　
　
　
　

一
反　

大
林
き
や
う
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
反　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
反　

鍛
冶
屋
村
大
工
新
衛
門

　
　

同

　
　
　
　

壱
段　

七
斗
代　
　
　
　
　

八
斗
六
升　
　
　
　

大
勧
進
執
継
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
う
か
兵
衛
五
郎

　
　

鹿
浦
前
半
、
川
成
ニ
引
外
近
年
又
二
斗
五
升
川
成
ニ
引

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
斗　
　
　
　
　
　

鹿
浦
道
教　

石
蔵
下

　
　

五
ノ
坪

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
斗　
　
　
　
　
　

一
和
上

　
　

舞
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
斗　
　
　
　
　
　

首
僧
一

　
　

同

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
斗　
　
　
　
　
　

彦
三
郎　

乗
道
作

　
　

中
ノ
町

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
斗　
　
　
　
　
　

神
郷
了
祐

　
　

修
理
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
斗　
　
　
　
　
　

粟
田
部
柴
垣
正
善

　
　

井
上
寺

　
　
　
　

大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
石
弐
斗　
　
　
　

乗
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上　
（
拾
石
九
斗
四
升
）　
（
中
略
）

　
　
　
　

大
瀧
寺
新
寄
進
田
数
之
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　

覚
祐
寄
進
分

　
　

芦
原
熊
野
神
田　
　
　
　
　
　
　

此
内
一
反
印
牧
方　

被
落
跡
年
貢
ハ
三
石

　
　
　
　

弐
段　

今
ハ
蔵
納
二
石
入　

参
石　
　
　
　
　
　

粟
田
部
常
祐
兵
衛
二
郎

　
　

尾
造
講
堂
灯
明
田

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
石　
　
　
　
　
　

粟
田
部
は
い
屋
左
衛
門
太
郎

　
　

柏
尾
細
工
屋
敷
南
講
堂
仏
供
田

　
　
　
　

弐
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
石
三
斗　
　
　
　

柏
尾
建
重

　
　

火
燒
ツ
ホ
ノ
内
講
堂
灯
明
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
ハ
川
原
成
テ
六
斗
寺
納

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石　
　
　
　
　
　

新
在
家
兵
衛
五
郎

　
　

大
口
町

　
　
　
　

壱
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
石　
　
　
　
　
　

重
国
宇
野
方

　
　

桐
木
峯
観
音
仏
供
田

　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
石
弐
斗　
　
　
　

粟
田
部
ナ
ハ
テ
ノ
五
郎
衛
門

　
　

今
北
東

　
　
　
　

壱
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
石
八
斗　
　
　
　

太
平
殿
寄
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
（
拾
二
石
二
斗
）（
中
略
）

Ｏ　

大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳（

（（
（

 
　
　
　
　
　

修
正
月
会
十
日
行
餅
配
分

　
　

先
達
方　

四
人　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚
宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

修
正
月
五
日
行
餅
配
分
定

　
　

先
達
方　

四
人　

一
枚　

首
僧
一
・
一
和
上
・
二
和
上
・
三
和
上
也　
（
中
略
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
一
号

　
　

右
任
先
例
差
定
處
也
、
仍
無
懈
怠
可
被
懃
仕
之
旨
、
依
衆
徒
僉
儀
執
達
如
件

　
　

読
様　

年
号　

公
文
在
庁
法
師　

別
当
権
少
僧
都　

名
乗

　
　
　
　
　

修
正
月
会
七
日
夜
御
行
懸
餅
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　
　
　

大
瀧
寺
自
年
始
勤
行
目
録
役
等
事

　
　
　
　

定
餅
配
分　

是
峰
七
日
夜
行
餅
ノ
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　

先
達
方
三
人
ト
ア
リ　

呪
願
ニ
立

　
　

首
僧
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枚　

一
和
上　

加
持
香
水
立　
　
　

三
枚

　
　

二
和
上　

加
持
香
水
ニ
立　
　

三
枚　

三
和
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枚
（
中
略
）

　
　
　
　

昔
常
楽
会
分
宛
銭
之
事

　
　

公
人
三
人　
　
　
　

十
六
文
宛
十
二
文
引
定

　
　

首
僧
一　
　
　
　
　

上
同

　
　
　
　

常
楽
会
両
頭
出
銭
弐
貫
文
配
分

　
　

七
十
二
文	

首
僧
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　

右
任
先
例
差
定
處
也
、
仍
無
懈
怠
可
被
懃
仕
之
旨
、
依
衆
徒
僉
儀
執
達
如
件

　
　

願
主
小
白
山
大
明
神

　
　

催
使
十
八
伽
藍　
　
　

年
号　

公
文
在
庁
法
師　

別
当
権
少
僧
都　

名
乗

　
　

九
月
競
馬
用
途
注
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　

来
九
日
武
具
注
文
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　

乗
尻
馬　

老
僧
迂
廻
番
、
口
取
ハ
寺
家
也　
　

三
年
ニ
一
度
先
達
方
ヘ
行

　
　

先
達
方
十
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

首
僧
一
ヨ
リ
和
上
職
証
、
是
モ
廻
番
也

　
　

行
事　

先
達
方

　
　

口
取　

寺
家

　
　
　
　

年
号　
　
　
　
　

九
月
日

　
　

一　

競
馬
事

　
　

老
僧
成
始
年
逸
物
乗
尻
馬
出
ス
、
其
後
者
講
衆
先
達
方
ト
打
替
ニ
出
也

　
　

夏
番
帳
ハ
大
勧
進
ヨ
リ
盛
、
院
主
・
別
当
・
能
化
・
首
僧
一
ヲ
ハ
除
也

　
　

彼
岸
番
帳
ハ
院
主
・
別
当
ヨ
リ
皆
盛

　
　
　
　

于
時
長
享
元
年
丁
亥
九
月
上
旬
書
之
賢
□　
（
花
押
）

　
　

一　

常
行
堂
調
事　

米
二
斗
常
行
堂
ヨ
リ
下
行　

二
百
文
菜
代

　
　

同
堂
ヨ
リ
下
行　

汁
ハ
和
布
、
菜
ハ
三　

牛
蒡　

昆
布　

蕨
等　

依
時
宜

　
　

衆
徒
先
達
ハ
和
上
マ
テ
講
衆
モ
未
御
堂
江
不
入
仁
ニ
ハ
臺
ナ
シ　
　

（
中
略
）

　
　
　
　

講
堂
番
帳
之
事

　
　

福
泉
坊　

円
蔵
坊　

東
泉
坊　

乗
林
寺　
　

大
楽
坊　
　
　
　
　

忍
善
坊

　
　

西
城
坊　
　
　
　
　

如
意
坊　
　
　
　
　
　

五
大
院　

堂
屋
敷　

花
蔵
坊　

今
ハ
山
本

　
　

大
坊　
　
　
　
　
　

正
蔵
坊　

今
ハ
観
行
坊
（
中
略
）

　
　

本
覚
坊　
　
　
　
　
（
中
略
）　　
　
　
　
　

観
行
坊

　
　
　
　

寛
正
五
年
七
月
三
日

　
　

此
内
院
主
別
当
役
人
除　

講
堂
番
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　

一　

舞
屋
調
人
数

　
　

�

宿
老
六
人　

両
公
文　

行
事
楽
人　

先
達
四
人　

持
供
宮
司　

行
事　

大
勧
進
ヨ
リ

下
中
間
迄

　
　
　
　

享
徳
弐
年
癸
酉
三
月
日

　
　
　
　

正
月
持
供
宮
司

之
事

　
　

�

院
主
房　

別
当
房　

首
僧
一
ハ
白
米
四
合
飯　

菜
三
、蕨
茎
蕪
膾
、此
等
ニ
テ
モ
汁
一
、

芋
茎
ニ
テ
モ

			




　
　
　
　
　
　

又
ハ
菁
ニ
テ
モ
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池
田　

大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

　
　

一
升
餅
一
枚
宛
、
板
草
履
一
足
宛
、
芋
羮
ニ
二
種　

肴
ア
リ
清
酒
也

　
　

大
勧
進
両
公
文
所　

餅
一
枚
宛　

芋
羮
ニ
餅
ヲ
三
入
テ
食
ス
ル
也

　
　

板
草
履
一
足
宛
清
酒
也

　
　

�

四
人
目
ノ
老
僧
ヨ
リ
六
人
迄
ト
、
先
達
方
ノ
一
和
上
二
和
上
三
和
上
迄
ハ
羮
ニ
酒
□

モ
ル
、
又
板
草
履
一
足
宛

Ｐ　

法
華
八
講
記　

慶
応
二
丙
寅
歳
三
月（

（（
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

一　

塔
婆
松
木
御
峰
ニ
而　

伐
立
拵
候
事

　
　
　
　
　

塔
婆
書　

法
徳
寺
観
証
西
堂

　
　
　
　
　

慶
応
二
丙
寅
歳
三
月
三
部
伝
燈

　
　
　
　
　

大
阿
闍
梨
良
順
上
人
謹
白　

浚

　
　
　
　

�

右
出
来
差
帖
之
紙
広
奉
書
ニ
而
弐
枚
斗
遣　

法
徳
寺
江
為
持
遣
し
、
府
中
引
接

寺　

寺
中
罷
参
、
前
日
御
支
度
被
成
候
事　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

一　
（
御
行
列　

放
光
寺
、
引
接
寺
、
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
楽
寺
名
代
兼
帯

　
　
　

御
両
僧
近
迎
ひ
戸
谷
迄
出
張　

長
右
衛
門

　
　
　
　

�

但
シ
長
右
衛
門
儀
安
楽
寺
名
代
も
相
勤
申
候
儀
者
先
例
に
も
有
之
候
間
、
役
当

ニ
入
不
申
候

　
　
　

大
鳥
居
迄
出
迎
見
送
り
面
　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　

右
之
人
々
法
徳
寺
ゟ
御
宮
迄
先
立
兼
帯　

　
　

一　

�

御
両
僧
法
徳
寺
江
着
ニ
相
成
候
半
、
御
宮
江
御
参
内
之
節
人
足
供
揃
吟
味
致
置

候
事
（
中
略
）

　
　

一　

御
宮
御
参
内
中　

				





　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　

�

右
御
寺
内
若
早
々
ゟ
法
徳
寺
并
ニ
引
接
寺
御
寺
内
太
郎
太
夫
、
宮
ゟ
庄
三
郎
同
道

御
宮
御
案
内
仕
、
社
た
ん
銭
付
御
身
分
之
上
道
具
早
々
、
被
探
申
候
事
、
夫
ゟ
御

寺
内
ハ
差
定
御
書
之
事
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　

差
定
写

　
　

児
権
現
開
扉

　
　

一
乗
講
讃
大
会

　
　

舞
殿　

大
衆
双
往

　
　

読
師　

摂
取
山　

貫
主　
　
　
　
　

講
師　

高
源
山　

方
丈

　
　

伽
陀　

幸
善
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄　
　

実
相
院

　
　

灑
水　

法
徳
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
華　

吉
祥
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
礼　

目
録

　
　

一　

金
弐
両　
　

引
接
寺
上
人　
　
　

一　

金
壱
両　

御
菓
子
料　
　
　
（
中
略
）

　
　

一　

金
弐
両　

放
光
寺
方
丈　
　
　
　

一　

金
壱
両　

御
菓
子
料　
　
　
（
中
略
）

　
　

一　

金
弐
両　

御
礼　

法
徳
寺　
　
　

一　

同　

弐
百
疋　

塔
婆
書
礼　
（
中
略
）

　
　

右
之
通
り
御
法
会
首
尾
賑
相
済
候
ニ
付
、
記
録
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　

慶
応
二
年
寅
三
月　
　
　
　
　

三
田
村　

代
文
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
三
郎

Ｑ　

慶
応
四
年
歳
中
規
定
書（

（（
（

 

　
　

一
月
八
日

　
　
　

府
中
山
伏
福
昌
院
年
頭
ニ
相
見
へ
至
来
も
の
左
之
通

　
　
　
　

御
礼　

壱
枚　
　
　
　
　
　
　
　

杓
子　

壱
本

　
　
　
　

大
判　

拾
枚　
　
　
　
　
　
　
　

箸　
　

弐
せ
ん

　
　

山
伏
判
之
間
ニ
お
ゐ
て
左
義
長
之
御
賄
切
中
判
壱
帖
出
ス

　
　

�
御
竈
秡
料
銀
三
匁
分
五
合
御
神
酒
生
弐
ツ
出
ス
、
右
御
秡
相
済
候
へ
ハ
判
之
間
ニ
お

ゐ
て
御
膳
酒
出
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

十
三
日　

左
義
長
之
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

十
六
日　

白
米
壱
升
小
ろ
う
三
丁
法
徳
寺
へ
為
持
上
候
事

　
　

二
月
十
五
日　

御
温
盤
ニ
付
半
日
惣
休
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
一
号

　
　
　

朝
小
豆
め
し　

菜
の
か
ら
し
阿
ひ

　
　
　

法
徳
寺
安
楽
寺
ゟ
団
子
至
来
ニ
候
ハ
白
米
五
合
ツ
ヽ
被
遣
候
事

　
　

三
月
五
日　

権
現
様
御
下
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

�

同
日　

府
中
山
伏
相
見
へ
候
へ
ハ
昼
茶
漬
、
夫
ゟ
御
賄
切
中
判
壱
帖
小
竹
三
本
入

用
之
事

　
　
　

竈
秡
御
神
酒　

弐
ツ
米
五
合
銀
三
匁
盆
ニ
入
渡
ス
事

　
　
　

御
宮
湯
ノ
花
料
銀
五
匁
白
米
壱
升
御
神
酒
錫
箱
入
也　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

五
月
十
五
日　

法
徳
寺
竈
秡
ニ
相
見
へ
候
筈
也

　
　

六
月
十
八
日　

夏
祭
り
ニ
付
半
日
惣
休
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

二
十
四
日　

地
蔵
様
御
祭
礼
に
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

�

昼
時
山
伏
相
見
へ
候
へ
ハ　
（
中
略
）
切
中
判
壱
状
小
竹
三
本
入
用
也
、

　
　
　

男
頭
湯
花
場
所
為
拵
可
申
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

七
月
盆　

寺
々
取
扱
之
事

　
　
　

一　

白
米　

五
升　

御
寺　
　
　
　
　

一　

白
米　

三
升　

同
寺

　
　
　

一　

同　
　

弐
升　

法
徳
寺　
　
　
　

一　

同　
　

壱
升　

安
楽
寺

　
　
　
　
　
　
　

御
祈
祷
料

　
　
　

一　

銀　

弐
拾
匁　

法
徳
寺			




（
中
略
）

　
　

�

九
月
八
日　

御
祭
礼
ニ
付　

山
伏
福
昌
院
相
見
候
へ
ハ
直
様
御
賄
切
中
判
壱
状
小
竹

三
本
入
用
也
、
白
米
五
合
御
神
酒
錫
ニ
竈
秡
料
銀
壱
匁
盆
ニ
入
指
出
す
、
竈
秡
相
済

次
第
御
宮
へ
行
、
湯
ノ
花
料
銀
三
匁
白
米
壱
升
定
式
被
遣
候
事
、
湯
花
相
済
罷
帰
り

候
へ
ハ
御
膳
之
上
ニ
而
酒
出
ス
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　

御
寺
々
へ
取
扱
方

　
　
　
　
　

御
ツ
カ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
位
牌

　
　
　

一　

白
米　

五
升　

円
成
寺　
　
　
　
　
　
　

一　

白
米　

三
升　

同
寺

　
　
　
　
　

御
斎
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
灯
明
料

　
　
　

一　

銀　
　

三
匁　

同
寺　
　
　
　
　
　
　
　

一　

銀　
　

弐
匁　

同
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
祈
祷
料

　
　
　

一　

白
米　

弐
升　

法
徳
寺　
　
　
　
　
　
　

一　

銀　
　

拾
匁　

同
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
初
穂

　
　
　

一　

白
米　

壱
升　

安
楽
寺　
　
　
　
　
　
　

一　

銀　
　

拾
匁　

八
右
衛
門

註（
１
）「
幸
宥
等
連
署
状
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
岡
本
村
、
一
九
五
六
年
、
一
頁
）。

（
２
）「
朝
倉
景
伝
書
状
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
三
頁
）。

（
３
）「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
」（『
福
井
県
史 

資
料
編
２
中
世
』
福
井
県
、
一
九
八
六
年
、

七
〇
八
頁
）。

（
４
）「
北
畠
信
意
宛
黒
印
状
」（『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究 

下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
六
年
、
六
四
頁
）。

（
５
）「
京
都
所
司
代
村
井
貞
勝
宛
印
判
状
」（『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究 

下
巻
』六
六
頁
）。

な
お
前
文
書
で
は
「
大
瀧
白
山
之
嵩
」
後
の
文
書
で
は
「
大
瀧
白
山
籠
屋
」
と
あ
る
の

を
同
書
で
は
大
瀧
を
今
立
大
瀧
と
し
、白
山
を
勝
山
平
泉
寺
と
し
て
い
る
が
、筆
者
は
「
大

瀧
白
山
之
嵩
」「
大
瀧
白
山
籠
屋
」
は
大
瀧
寺
奥
の
院
を
指
す
と
理
解
す
る
。
そ
の
論
拠

と
し
て
滝
川
勢
は
こ
の
時
点
で
は
平
泉
寺
に
及
ん
で
い
な
い
し
、
大
瀧
寺
奥
の
院
を
小

白
山
と
称
し
て
い
る
。

（
６
）「
大
瀧
村
氏
神
由
来
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
一
二
頁
）。

（
７
）『
神
と
紙 

そ
の
郷
』
岡
太
神
社
・
大
滝
神
社
重
要
文
化
財
指
定
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、

一
九
九
二
年
、四
一
頁
）。
内
藤
秀
穂『
平
成
四
年
五
月
三
日
厳
修 

法
華
八
講
』九
頁
。『
平

成
二
十
一
年
五
月
三
日
厳
修 

法
華
八
講
記
』
岡
太
講
、
九
頁
。

（
８
）
越
前
市
立
紙
の
文
化
博
物
館
蔵
複
製
絵
馬
を
見
て
記
述
。『
い
ま
だ
て
の
華 

た
け
ふ

の
粋
』
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
、
二
〇
〇
七
年
、
カ
ラ
ー
図
版
）。

（
９
）「
安
楽
寺
済
候
証
文
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
二
一
七
頁
）。
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大
瀧
寺
の
先
達
衆
と
安
楽
寺
に
つ
い
て

（
10
）『
神
と
紙 

そ
の
郷
』
一
六
九
頁
）。

（
⓫
）「
福
井
藩
修
験
道
本
末
寺
号
其
外
明
細
帳 

明
治
初
年
」（『
明
治
初
年
寺
院
明
細
帳 

第

三
巻
』
ア
ル
ヒ
ー
フ
・
す
ず
さ
わ
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
四
二
三
頁
）。

（
⓬
）
坂
野
二
蔵
『
越
前
志
』（
越
前
市
中
央
図
書
館
蔵
庭
本
文
庫
）。

（
⓭
）『
今
立
郡
寺
院
台
帳
』（
福
井
県
立
図
書
館
蔵
）。

（
⓮
）
三
田
村
家
文
書
「
明
治
五
壬
申
年
五
月
届　

寺
院
由
緒
」（
越
前
市
史
編
纂
室
蔵
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。

（
⓯
）「
護
摩
木
札
」（
越
前
市
杉
崎
町
杉
崎
神
社
蔵
）。

（
⓰
）�

系
字
の
「
良
」
に
つ
い
て
『
天
台
真
盛
宗
総
本
山
西
教
寺
歴
代
住
持
記
録
』
に
「
引

接
寺
十
七
世
良
雄
上
人　

良
雄
上
人
ニ
弟
子
三
人
ア
リ
、
第
一
ハ
良
天
上
人
也
。
福

井
県
真
盛
派
中
ノ
良
法
類
ハ
此
ノ
上
人
ノ
支
流
也
。
米
ノ
宝
樹
寺
ヲ
以
テ
根
源
ト
ナ

シ
隆
盛
ヲ
究
ム
、
第
二
ノ
弟
子
ハ
、
良
敬
法
師
ナ
リ
。
第
三
ノ
弟
子
ハ
福
井
光
照
寺

良
證
西
堂
也
。
福
井
県
山
門
ノ
良
法
類
ハ
此
ノ
人
ノ
支
流
也
。
良
法
類
ハ
元
三
大
師

良
源
大
僧
正
ノ
法
脈
也
」
と
あ
る
。
ま
た
引
接
寺
二
十
九
世
良
順
上
人
は
福
井
光
照

寺
よ
り
入
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
良
音
」
は
こ
の
法
系
の
人
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
倶

会
一
處
―
宝
樹
寺
と
干
飯
浦
の
歴
史
―
』
に
よ
る
と
宝
樹
寺
歴
代
に
該
当
者
が
な
い
。

（
⓱
）
同
前
（
11
）
四
二
三
頁
。「
天
保
五
年
五
月
と
安
政
四
年
三
月
の
大
行
院
の
護
摩
木
札
」

（
杉
崎
神
社
蔵
）。

（
⓲
）
同
前
（
11
）
四
二
三
頁
。「
文
政
三
年
八
月
と
安
政
四
年
三
月
の
清
宝
院
の
護
摩
木
札
」

（
杉
崎
神
社
蔵
）。

（
⓳
）
加
藤
河
内
家
文
書
「
御
用
諸
向
記
録
」（
福
井
県
立
文
書
館
複
製
本
）。

（
⓴
）
内
田
吉
左
衛
門
家
文
書
「
万
覚
留
」（
福
井
県
立
文
書
館
複
製
本
）。 

（
㉑
）『
神
と
紙 

そ
の
郷
』
四
三
頁
）。

（
㉒
）「
南
越
温
故
集 

補
記
」（『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書 

上
巻
』
松
見
文
庫
、
一
九
七
一
年
、

五
八
七
頁
）。

（
㉓
）「
関
泉
寺
」（『
武
生
市
史 

資
料
編 

社
寺
の
由
緒
』
武
生
市
役
所
、
一
九
八
七
年
、

一
八
六
頁
）。

（
㉔
）「
権
現
堂
跡
」（『
今
立
郡
誌
』
今
立
郡
誌
編
纂
部
、
一
九
〇
九
年
、
二
〇
九
頁
）。

（
㉕
）「
大
徳
山
大
瀧
寺
図
」（『
神
と
紙 

そ
の
郷
』
三
六
頁
）。

（
㉖
）「
三
里
山
を
取
り
ま
く
泰
澄
開
創
社
寺
に
つ
い
て
（
上
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第

五
一
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）、「
同
（
下
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
五
八
巻
第
二
号
、

二
〇
一
四
年
）。

（
㉗
）「
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
五
九
頁
）。

（
㉘
）「
大
永
中
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
八
四
頁
）。

（
㉙
）「
大
瀧
寺
々
庫
収
納
田
数
帳
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
五
九
頁
）。

（
㉚
）「
法
華
八
講
記　

翻
刻
」（
越
前
千
年
紀
ロ
マ
ン
講
座
配
布
レ
ジ
メ
、
二
〇
〇
九
年
）、

大
瀧
寺
文
書
「
法
華
八
講
記
」（
今
立
町
誌
編
纂
時
収
集
資
料
）、「
法
華
八
講
記
」（『
越

前
史
料 

三
田
村
文
書
二
』）
参
照
。

（
㉛
）「
歳
中
規
定
書
」（『
岡
本
村
史 

史
料
編
』
二
三
八
頁
）。


